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一般社団法人神奈川大井の里
体験観光協会について
＜設立の経緯＞

「相和もりあげ協議会」

大井町内で地域活性化に取り組む様々な団体が結集し、

平成31年に法人を設立。

町の活性化の一環として「交流体験事業」を実施。

＜設立の趣旨＞

●自然や生活文化の価値や、人と人、人と自然とのつながりを伝える

「自然体験・環境プログラム」の実施。

●地域の資源を活用した食材の提供等を行うことにより、環境意識の向上や

青少年の健全育成に寄与。

●体験活動に携わる個人・団体の交流支援や人材の育成を実施し、地域のまちづくりに寄与。



面積

人口

４割 ６割

９割 １割

14.38㎢

17,192人

市街地 里地/農地
※多くは市街化調整区域

相和地域の課題
５つの地区（山田、篠窪、赤田、柳、高尾)で構成

人口
減少



体験プログラムについて

「地域の困りごと」 を楽しく解決！

少子高齢化
第一次産業の
担い手不足

耕作放棄地

跡継ぎがいない…
誰か手伝って…

農作業は重労働…

管理はどうしよう…



竹林整備、竹の加工体験

整備前

整備後

竹筒ごはん炊き体験

竹炭石けん作り体験



農作業のお手伝い体験
みかん総もぎ体験 収穫はすべて手作業。高い脚立に登ったり、

コンテナは１つ約20kgとかなり重労働…。
収穫したみかんは皆で山分け！

楽しく体験をして、農家さんをお助け！



新たな地域産業の創出

体験活動指導者

地域の困りごとを解決する
体験観光事業を推進するのは「地元の人材」

●国の人材認定等事業登録制と認定資格
●全国体験活動指導者認定制度/自然体験活動指導者（NEAL）
●安全管理講習（L.S.F.A.）による修了者

2016年から毎年、養成講習会を実施
（2020年、2021年はコロナで中止）

1～8期生、約130名程度の体験活動指導者が誕生している



「体験活動指導者」養成講習会
●日 程：
2026年1月9日(金)～12日(月祝)
3泊4日
●場 所：
秦野市表丹沢野外活動センター
●対 象
18歳以上/修了後に一緒に活動い
ただける方
●費 用：
一般17,700円
大井町在住・在勤15,700円
※11月7日(金)までのお申込みで
「早割」2,000円引き！



大井町、企業との連携

●大手ＩＴ企業２社によるサステナビリティ活動

大井町の現状について 青みかん摘果・ポン酢作り体験

第一次産業×ＩＴ
ワークショップ

３年連続、年に２回大井町で「サステナビリティ活動」として、
みかん総もぎ・青みかん摘果＆ポン酢作り体験を実施。



インバウンド・民泊の受入れ
＜今後の予定＞

●11月に2泊3日の民泊受入れ実施予定

インドネシアの教育旅行団体

１日目：対面式、体験、民泊

２日目：学校訪問、交流、民泊

３日目：お別れ式

＜過去の実績＞

●地元小学生や大学の観光学部の生徒、

スポーツチーム等を対象とした民泊を実施



今後の「体験観光」事業



ご清聴ありがとうございました。

Facebook Instagram

Homepage


	既定のセクション
	スライド 1: 企業・NPO・学校 パートナーシップミーティング in県西 実践事例紹介
	スライド 2: 一般社団法人神奈川大井の里 体験観光協会について
	スライド 3
	スライド 4: 体験プログラムについて
	スライド 5: 竹林整備、竹の加工体験
	スライド 6: 農作業のお手伝い体験
	スライド 7: 新たな地域産業の創出
	スライド 8: 「体験活動指導者」養成講習会
	スライド 9: 大井町、企業との連携
	スライド 10: インバウンド・民泊の受入れ
	スライド 11: 今後の「体験観光」事業
	スライド 12


